
『父に海上自衛隊入隊を誓う』

上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
研
修
を
実
施
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
東

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

髙
田　

充
１
等
海
佐
）

の
３
日
間
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
の
支
援
を
受
け
、

部
方
面
総
監
の
命
を
受
け
、
神
奈
川
地
本
長
が
担
任
官
と
な
り
、

「きりしま」乗組員の父に誓う志願者

は
、
平
成
２
６
年
８
月
２
５
日
（
月
）
か
ら
８
月
２
７
日
（
水
）

東
部
方
面
管
内
の
９
コ
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
と
連
携
し
、
海

海
上
自
衛
隊
入
隊
希
望
者
等
に
対
し
て
海
上
自
衛
隊
の
魅
力
を

紹
介
し
、
志
願
意
欲
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
初
の
試
み

と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
海
上
自
衛
隊
の
概
要
説
明
、
大
型
曳
船
に
よ
る

湾
内
ク
ル
ー
ズ
、
護
衛
艦
「
ゆ
う
ぎ
り
」
や
「
や
ま
ゆ
き
」
の

艦
内
見
学
、
並
び
に
隊
員
食
堂
で
の
体
験
喫
食
な
ど
と
盛
り
だ

広島市土砂災害に伴う災害派遣の写真パネルを展示

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
ビ
ッ
ク
レ
ス
キ
ュ
ー
か
な
が
わ

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

髙
田　

充
１
海
佐
）

は
、
８
月
３
１
日
（
日
）、
小
田
原
市
酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広

（
平
成
２
６
年
度
神
奈
川
県
・
小
田
原
市
合
同
総
合
防
災
訓

災
害
派
遣
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

練
）」
の
メ
イ
ン
会
場
に
、
防
災
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
も
、
各
種
防
災
訓

の
深
化
を
図
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

練
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

体育館に開設した自衛隊ブース（真鶴町）

真
鶴
町
、
９
月
３
日
（
水
）
箱
根
町
、
９
月
７

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
小
田
原
地
域
事
務
所

（
所
長　

林
１
陸
尉
）
は
、
９
月
１
日
（
月
）、

練
に
参
加
し
、
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

事
務
所
は
、
災
害
隊
区
担
任
部
隊
で
あ
る
第

１
高
射
特
科
大
隊
が
実
施
し
た
防
災
訓
練
に
連

ネ
ル
展
示
、
装
備
品
パ
ネ
ル
展
示
及
び
非
常
用

糧
食
の
展
示
を
行
い
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活

動
を
広
報
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
災
害
派

遣
の
パ
ネ
ル
を
見
て
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め

自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

て
い
き
た
い
」「
災
害
派
遣
で
の
自
衛
隊
の
隊

携
し
て
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
災
害
派
遣
パ

て
実
感
し
た
。
普
段
か
ら
し
っ
か
り
備
え
を
し

日
（
日
）
南
足
柄
市
及
び
湯
河
原
町
の
防
災
訓

員
さ
ん
の
活
動
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
も

人
の
た
め
に
尽
く
す
職
業
を
目
指
し
た
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

小
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
平
素
か
ら
、
第

１
高
射
特
科
大
隊
及
び
自
治
体
等
と
連
携
し
て
、

県西地域の防災訓練でＰＲ

広島市土砂災害に伴う
災害派遣の写真パネル

非常用糧食の展示

ブースを訪れた黒岩県知事
（左から２人目）

～　海上自衛隊横須賀基地研修　～

「ビックレスキューかながわ」

く
さ
ん
の
内
容
を
満
喫
し
た
。
ま
た
、
艦
内
見
学
の
際
、
こ
の

ブ
ー
ス
に
は
、
広
島
市
土
砂
災
害
に
伴
う
災
害
派
遣
活

の
声
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
非
常
用
糧
食
（
缶
づ
め
）
も

数
の
市
民
が
訪
れ
、「
自
衛
隊
が
ん
ば
っ
て
い
る
ね
」
な
ど

動
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
黒
岩
県
知
事
を
は
じ
め
多

た
。

展
示
し
、
災
害
派
遣
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

春
、
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
配
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
隊
員

に
見
入
っ
て
い
た
。

特
に
、
父
親
が
護
衛
艦
「
き
り
し
ま
」
に
乗
艦
し
て
い
る
と

い
う
参
加
者
は
、「
早
く
入
隊
し
て
父
の
よ
う
に
海
の
上
で
働

が
教
育
を
受
け
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
、
参
加
者
は
興
味
深
そ
う

き
た
い
」
と
語
っ
て
お
り
、
父
親
か
ら
贈
ら
れ
た
財
布
を
握
り

し
め
な
が
ら
「
き
り
し
ま
」
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
た
の
が

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
も
各
種
研
修
・
見
学
等

を
通
じ
て
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
・
志

願
意
欲
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

印
象
的
で
あ
っ
た
。


